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能登地域において原木シイタケを加害するキノコバエ 3 種 

キノコバエ科のᗂ虫はシイタケを㣗害する

Ϩ．ࡵࡌࡣ 

石川県の奥能登地ᇦ（㍯島市、穴水町、能登町、

⌔Ὢ市）では、㇏ᐩな広葉ᶞ林の㈨※を生かして

原木シイタケの栽培がおこなわれてきた。この地

ᇦにおける 2021 年産の原木生シイタケ年㛫生産

㔞は⣙ 7.7 トン、原木シイタケ年㛫生産㔞は⣙

6.4 トンである（石川県農林水産部森林管理課 

2022）。 

㏆年、能登地ᇦの原木シイタケにおいて、キノ

コバエ類による被害が発生し（ᅗ-1）、そのᑐ⟇が

課㢟となっていた。しかし、これまで被害を発生

さࡏているキノコバエの種ᵓ成については明らか

にされていなかった。キノコバエの種の確定は防

除ᑐ⟇において必㡲である。 

*▼ᕝ┴୰⬟Ⓩ㎰ᯘ⥲ྜົᡤ

ᅗ-2．㣗害シイタケから⩚化したナカモンナミキノコバエの雌（ᕥ）およびシイタケトンボキノコバエの雄（ྑ） 

か、ᗂ虫が╔したシイタケは␗物ΰධとなりၟ

ရ౯್をపୗさࡏる。原木シイタケを加害する種

として、ナカモンナミキノコバエ Mycetophila 

ruficollis（以ୗ、ナカモンナミ）（ᅗ-1））、フ

タモントンボキノコバエ Exechia insularis（以

ୗ、フタモントンボ）（ᅗ-2）、シイタケトンボ

キノコバエ Exechia shiitakevora、（以ୗ、シイ

タケトンボ）（ᅗ-3）が▱られている（岩ᓮ・石

谷 2�05㸹村上 2007㸹末吉 2014）。ナカモンナミ

とシイタケトンボはᾏ㐨から九州まで広く分布

し、フタモンは関東から九州まで記録があるが（末

吉 2�14）、これらの種は石川県ではᮍ記録であっ

た（石川むしの会 1998）。 

本報࿌では㣗害された原木シイタケより、キノ

コバエ類の成虫を発生さࡏ、村上（2011）、末吉

（2�1�）およびᅗ�1～3 により種同定を⾜った。

また、捕獲器をホダ場に設置し、林内と林縁との

㛫で捕獲種についてẚ㍑を⾜った。 

ϩ．ᮦᩱと᪉ἲ

2021 年 11～12 ᭶までに生産⪅より提供された

㣗害シイタケを㣫⫱ᐜ器ධれ、┤ᑕ日ගを㑊けた

室内でキノコバエ成虫を発生さࡏた。㣫⫱ᐜ器は

ᗏ㠃ᚄ）ࣉࢵ㏱明カࢡࢵࢳスࣛࣉ 10.0 cm、上㠃

ᚄ 12.0 cm、㧗さ 8.5 cm）のフタ中ኸを⣙ 5×3 cm
ゅにษりྲྀり、も࠺ 1 つのフタなしの㏱明カࣉࢵ

（同ࢧイズ）を㛤口部で㈞りྜわࡏてస成した。

⩚化した成虫はୗカࣉࢵのフタの❆から上カࣉࢵ

図-1．キノコバエ㣗ᐖࢣࢱࢩࡓࢀࡉ 

と㣗ᐖ㸦▮༳㸧 
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⾲-2．ᤕჾ࡛ᤕ⋓ࡓࢀࡉキノコバエ � ✀ 

に⛣動さࡏて捕獲した。㣫⫱ᐜ器内に子実体の腐

敗㐣⛬で水分が発生し⁀まるため、⇱ミズࢦケ

によって水分を྾さࡏた。

2022 年 10 ᭶ 29 日～11 ᭶ 30 日まで、穴水町⏥

およびୗ၈川の原木シイタケのホダ場に捕虫器

（⏥㸸྾ᘬᘧ捕虫器 CL-206、す部㟁機工業（ᰴ）

〇㸹ୗ၈川㸸྾ᘬᘧ LED 捕虫器スマートキࣕࢳࢵ

ࣕー、みのる産業（ᰴ）〇）を林内と林縁に設置

⾲-1．㣗ᐖࡽࢣࢱࢩ羽ࡓࡋキノコバエ � ✀ 

し、捕獲種のẚ㍑を⾜った。 

Ϫ．⤖ᯝと⪃ᐹ 

 11 ᭶ 7 日～12 ᭶ 27 日に提供された被害子実体

から、ナカモンナミ（ᅗ�2 ᕥ）、フタモントンボ

およびシイタケトンボ（ᅗ-2 ྑ）がそれぞれ 8（雄

6 雌 2）頭、48（雄 13 雌 19？16）頭および 16（雄

6 雌 10）頭が⩚化した（表-1）。同定できなかった
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タケ子実体に発生した Exechia insularis（フ

タモントンボキノコバエ）の被害．日本森林学

厚く御礼申し上げる。 
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付図-1．ナカモンナミキノコバエの雄雌の違いと前羽の黒紋 

種が 1 頭あった。 

捕虫器ではナカモンナミ、フタモントンボおよ

びシイタケトンボがそれぞれ20（雄7雌 5？8）頭、

8（雄 4？4）頭および 12（雄 1 雌 10？1）頭が捕

獲された（表-2）。同定できなかった種が 9 種以上

あった。加害種の捕獲数は多くなく、林内と林縁

で捕獲種および数の違いは明確ではなかった。 

今回の調査結果から穴水町、七尾市および能登

町の生産地でのシイタケ被害はナカモンナミ、フ

タモントンボおよびシイタケトンボの 3 種による

もの特定された。フタモントンボは千葉県で大発

生した記録があり（岩澤・石谷 2005）、シイタケ

トンボとともに九州地方では重要な被害種である

（村上 2011）。これらの種は県内でも広範囲に分

布すると思われ（末吉 2014）、他の生産地でも被

害発生に注意が必要になる。 

ナカモンナミはスギ・ヒノキ人工林のホダ場で

集中分布しており、シイタケトンボは森林のどの

場所でも分布しているが木の根返りに集まる習性

をもつため、これらの分布特性を利用した捕虫器

設置などによる捕獲駆除の可能性が示されている

（末吉 2018a、b）。しかし、ホダ場の林内外に設

置した捕獲器では捕獲数は多くなく、捕獲器の設

置のみでは実用的な防除は困難であることが示さ

れた。その一方で、ホダ場の草刈りや腐敗したシ

イタケの除去が有効な予防法であるとされている

（村上 2011）。 
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付図のᥦ౪ࡣᮡᮏ༤அẶࠋࡿࡼ 

付図-2．ࢱࣇモンࢺン࣎キノコバエの雄雌の違いと前  羽のⷧ黒紋 

付図-3.ࢺࢣࢱࢩン࣎キノコバエの雄雌の違いと前羽の黒紋 
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